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布　　積　　（　練　　積　）

種　　別 規　　格 単　　位 数　　量 単　　価 金　　額 摘　　　　要
間知ブロック２号
胴込コンクリート
裏 込 栗 石
石 工
人 夫
基 礎
合 計

28×42×35 個
㎥
㎥
人
人

8.5
0.21

0.05
0.25

別 途 計 上
25㎡施工（平均）
但し本歩掛は一般地形での
施工基準であって特殊地形
に於いては適宜増減する

谷　　積　　（　練　　積　）

種　　別 規　　格 単　　位 数　　量 単　　価 金　　額 摘　　　　要
間知ブロック２号
胴込コンクリート
裏 込 栗 石
石 工
人 夫
基 礎
合 計

28×42×35 個
㎥
㎥
人
人

8.8
0.2

0.05
0.30

別 途 計 上
胴込コンクリート控長（35
額）までの充填

25㎡施工（平均）
但し書は布積に同じ

一段積む毎に伸びる法長　＝　a/　２

基本型（Ａ）の所要数　　＝　─（２n－1）

　　　但しＰが奇数のときは端数0.5を切り捨てる

基礎型（Ｂ）の所要数　　＝　Ｌ/　２b

側面型（Ｃ）の所要数　　＝　─　×２

　　　但しＰが奇数のときはカッコ内の─の端数0.5を切り捨てる

基礎天端型の所要数
　２n－１（偶数段）

　　　　　　　　　　２n　　（奇数段）

隅角型の所要数
　　　２n　　（偶数段）

　　　　　　　　　　０n　　（奇数段）

上記の計算により実際に構築完成された擁壁の延長Ｌならびに

法高Ｈは次の通りである。

Ｌ＝ｎ（　２b＋２e2＋e3）

Ｈ＝─（pa＋b）＋2e1

　　　但し e1＝根石の側辺長

 e2＝側石の側辺長

 e3＝（a－b）/　２

 ａ＝ブロックの長辺

 ｂ＝ブロックの短辺

 Ｌ＝ブロック壁の施工延長

 ｐ＝積上段数

 ｎ＝基礎型の所要数
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谷積用ブロック所要個数計算方法

歩 掛 表

■規格諸元

■敷設工事歩係り例　（Ｕ形300B）　10ｍ当り

積みブロック 上ぶた式U形側溝

（注）斜鉄筋は、呼び名600のＵ形についてのみ6.0㎜のものを片側４箇所入れる。

（単位㎜）

呼 び 名
寸　　　　　　　　　法

a b c d e f g r L

鉄　　　　　筋
縦 鉄 筋 横 鉄 筋

径 数量
（本） 径 数量

（本）

質量
（㎏）

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
Ｕ
形

150
180
240
300A
300B
300C
360A
360B
450
600

150
180
240
300
300
300
360
360
450
600

140
170
220
260
260
260
310
310
400
540

150
180
240
240
300
360
300
360
450
600

30
35
45
50
50
50
50
50
55
70

35
40
50
60
60
60
65
65
70
80

35
40
50
60
60
65
65
65
70
80

160
190
240
300
300
300
360
360
430
600

30
50
50
50
50
50
50
50
70
70

600
600
600
600
600
600
600
600
600
600

2.6
2.6
3.2
3.2
3.2
3.2
4.0
4.0
4.0
6.0

5
5
7
9
9
11
11
11
13
15

2.6
3.2
3.2
4.0
4.0
4.0
4.0
4.0
5.0
6.0

5
5
5
5
5
7
6
8
8
8

24
34
55
70
80
92
90
100
134
210

名　　称 単　位 員　数 摘　　　　　　　　要形 状 寸 法
土 工
割りぐり石
敷 き 砂
Ｕ 形
モ ル タ ル
石 工
土 工

中　割　り

300×300×600
１：３

人
㎡
〃
個
㎥
人
〃

1.10
0.75
0.20
16.67
0.02
0.60
1.90

掘削、埋めもどし、残土処分とも一式

Ｕ形据え付けとも一式
割りぐり石小運搬、敷きならし、突き固め、U形小運搬、石工手伝いとも一式


